
業務委託仕様書 

１．件名 

いちご一会とちぎ国体下野市輸送計画等策定業務 

 

２．業務目的 

令和４年に開催されるいちご一会とちぎ国体の本市開催競技会場には、選手・

監督、役員、一般観覧者等多数の来場者が見込まれるが、本国体を成功させるた

めには、これらの来場者の輸送を限られた時間内で安全、確実かつ円滑に行うこ

とが必要であり、そのための計画を策定することを目的とする。 

 

３．業務場所 

いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会（以下、「実行委員会」という。）が指

定する場所 

 

４．履行期間 

契約締結日から令和４年２月２８日（月）までとする。ただし、令和４年度の

輸送交通関係業務に係る概算経費については、令和３年８月２０日（金）までに

報告すること。 

なお、履行期間の延期は、原則として認めない。 

 

５．通則 

各種計画等の策定にあたっては、いちご一会とちぎ国体下野市輸送交通調査

業務委託報告書の内容並びに過去数年分の国体の実績（人数、車両台数等）を分

析し、傾向を把握した上で作成すること。 

なお、栃木県が令和３年度に実施予定の第３次仮配宿計画の内容等、随時最新

の情報を反映させた上で作成すること。 

 

６．策定業務の内容 

（１）事前調査及び設定に関すること 

ア. 輸送計画策定に関する各種団体からの要望事項、大会運営に影響を及 

ぼすイベントの開催状況、会場周辺道路状況等を把握し、各種計画に反

映させる。 

イ. 輸送経路、距離、所要時間、配車地等の諸条件を整理し、それらを反  

映した輸送経路図を作成する。 

ウ. 競技会場、宿舎周辺等配車地を調査し、乗降場設置個所、選手・監督等

の指定集合地、バース数、待機場等を検討する。また、それらを反映し
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た利用計画図を作成する 

エ. 持込車両の駐車場を検討し、利用計画図を作成する。 

（２）輸送計画に関すること 

ア. 輸送交通の基本方針や競技別参加人数を踏まえ、考え方を整理した上   

で、競技別輸送手段別に輸送計画を策定すること。 

（a） 計画バス及びチーム毎バス輸送計画 

（b） シャトルバス輸送計画 

（c） パーク＆バスライド輸送計画 

（d） タクシー輸送計画 

（e） 学校観戦等バス輸送計画 

イ. 各競技の特性を考慮に入れ、選手・監督並びに役員等及び観覧者（一  

般、学校観戦）の輸送方法を設定すること。 

（３）輸送運営に関すること 

ア. 輸送運営計画の策定 

（a） 下野市で開催される競技の特性を考慮し、輸送に関する必要業務

を検討、整理すること。 

（b） 指示系統を整備し、運営管理体制を確立すること。 

（c） 輸送に関する必要備品等を検討、整理すること。 

イ. 運行管理要員計画の策定 

（a） 運行管理要員の配置箇所等を検討し、図面を作成すること。 

（b） 指示系統を整備し、運行管理体制を確立すること。 

（c） 業務内容を検討し、業務マニュアルの骨子を作成すること。 

（d） 突発的な故障や事故により運行車両が走行困難になった場合等、

想定される緊急事案発生時の対応及び連絡体制の計画を作成す

ること。 

（４）各種費用の積算 

令和４年度の輸送交通業務に係る業務について、以下の項目の見積書

を、令和３年８月２０日（金）までに作成すること。 

ア. 輸送手段等調達費用 

イ. 運行管理要員の配置・管理費用（含必要備品） 

ウ. その他、業務に必要な費用 

（５）交通対策に関すること 

ア. 交通渋滞緩和計画の策定 

     円滑な輸送・交通を実現するため必要と認められる場合、交通規制・

通行自粛を含めた交通渋滞緩和計画を策定すること。 

イ. 車両誘導計画の策定 



（a） バス、タクシー、乗用車等の誘導動線を検討し、図面を作成する。 

（b） 事故、渋滞等の緊急時の対応策を検討し、マニュアルの骨子を作

成すること。 

（c） 車両ステッカー、バス ID、バスマスク等の必要数及び配布・運用

方法を掲示すること。 

ウ. 誘導サイン計画の策定 

（a） 車両、徒歩移動者等に対する交通の円滑化を図るため、誘導サイ

ンの設置個所及び表示内容等を含めた誘導サイン計画を策定す

ること。 

（６）計画策定に必要な調整・協議・許認可等に関すること 

計画策定に必要となる関係機関・団体、関係施設、駐車場管理者、市実

行委員会、共同にて競技会を開催する市町、その他官公署との調整・協議

を行うこと。 

また、自動車運送事業者が営業区域外で運行する場合の営業区域の臨

時拡大申請、道路使用及び占用に係る許可申請、車両ステッカ―等に係る

許可申請、その他必要な許認可に関する申請手続きの業務計画を作成す

ること。 

（７）競技別リハーサル大会における改善箇所の抽出に関すること 

（a） 競技別リハーサル大会での輸送実施における経路、所要時間等の 

誤差修正及び改善箇所の抽出 

（b） 駐車場利用に係る場所、数量、待機・回転場所及び交通誘導員の配

置等に係る改善箇所の抽出 

（c） その他輸送計画、輸送実施等に係る改善箇所の抽出 

（８）会議運営支援等 

    いちご一会とちぎ国体下野市実行委員会輸送交通専門委員会等につい

て、実行委員会の求めに応じ必要な会議資料を作成するとともに、会議等

に同席するものとする。 

 

７．資料提供 

（１）いちご一会とちぎ国体下野市輸送交通基本計画 

（２）いちご一会とちぎ国体下野市輸送交通業務実施要項 

（３）いちご一会とちぎ国体下野市輸送交通調査業務委託報告書（2021.3.26） 

その他、本業務を遂行するにあたり必要な資料は、可能な範囲において提

供する。なお、提供された資料については、本業務の終了後、遅滞なく実行

委員会に返却するものとする。 

 



８． 業務責任者及び業務担当者 

（１）受注者は、業務の実施にあたって業務責任者を定め、氏名その他必要な事

項を書面により通知すること。業務責任者は、本仕様書等に基づき、適正

に業務を実施しなければならない。 

（２）受注者又は業務責任者は、業務担当者を定めた場合は、氏名その他必要な

事項を書面により通知すること。 

（３）業務責任者は、業務担当者を兼ねることができることとする。 

 

９．打合せ等 

業務を適正かつ円滑に実施するため、業務責任者又は業務担当者と実行委員

会は、密接な連絡をとり、業務の方針及び条件等の疑義を解明するものとし、そ

の内容については、その都度受注者が議事録を作成し、相互に確認した上で、実

行委員会に提出しなければならない。 

 

１０．提出書類等 

受注者は、次の書類等を実行委員会に提出しなければならない。各書類の提出

期限については、実行委員会が指定した日とする。 

（１） 業務委託着手届 

（２） 業務委託工程表 

（３） 業務主任技術者及び照査技術者選任通知書 

業務にあたっては、業務委託工程表を提出し、実行委員会と十分協議の上、

安全管理を行うこと。 

（４） 中間報告書 

ア. 提出物 

（a） 輸送経路図 

（b） 乗降場利用計画図 

（c） 駐車場利用計画図 

（d） 輸送計画書 

（e） 輸送運営指示系統図 

（f） 輸送運営必要備品一覧 

（g） 運行管理要員配置図 

（h） 運行管理指示系統図 

（i） 運行管理業務マニュアル（骨子） 

（j） 交通渋滞緩和計画 

（k） 車両誘導計画図 

（l） 輸送緊急時対応マニュアル（骨子） 



（m） 車両ステッカ―当必要数一覧 

（n） 誘導サイン計画 

（o） 許認可申請等業務計画 

イ. 報告書 

Ａ４判冊子 ６部（カラーコピー） 

ウ. 報告書原稿（電子データ） 

ＣＤ－Ｒ １枚 

エ. 提出期限 

令和３年９月３０日（木） 

（５） 最終成果品 

ア. 提出物 

中間報告書に記載の項目に、「競技別リハーサル大会検証資料」を加え

たものとする。 

イ. 報告書 

Ａ４判冊子 ６部（カラーコピー） 

ウ. 報告書原稿（電子データ） 

ＣＤ－Ｒ １枚 

エ. 提出期限 

令和４年２月２８日（月） 

（６） 業務写真 

（７） 業務打ち合わせ簿（業務月報・週報、議事録を含む） 

（８） 業務完了報告書 

（９） 成果物納品書 

（１０） その他実行委員会が指示する書類等 

 

１１．市民等への対応 

受注者は、屋外で行う調査業務等の実施にあたっては、市民等からの質問、疑

義に関する説明等を求められた場合は、実行委員会に連絡した上で、誠意を持っ

て解決を図るとともに、その経緯について遅滞なく報告するものとする。 

 

１２．土地の立ち入り等 

受注者は、屋外で行う調査業務等を実施するため、公有地又は私有地に立入る

場合において、当該土地の所有者等の承諾が必要なときは、実行委員会が当該所

有者の承諾を得るものとする。この場合において、実行委員会の指示があるとき

は、受注者はこれに協力しなければならない。 

 



１３．委託料の支払い 

前金払いは行わないものとし、受注者より適法に提出された請求書を受理し

た日から１５日以内に一括払いする。 

 

１４．摘要 

本仕様書は、本業務の基本的事項について定めるものであり、本仕様書に明示

されていない事項又は疑義が生じた事項については、実行委員会が指示し、又は

実行委員会と協議のうえ決定するものとする。 

 

１５．契約に関する条件等 

（１） 再委託等の制限 

受注者は、業務の全部を一括して第三者に委任し、または請け負わせて

はならない。ただし、業務の一部を第三者に委任し、または請け負わせる

ときは事前に書面にて報告し、市実行委員会の承諾を得た場合は、この限

りではない。 

（２） 成果品の帰属 

ア. 提出する成果品の著作権及びその他いかなる権利は、すべて委託者で

ある市実行委員会に帰属し、データの改変及び二次利用等に対し、受

注者は一切異議を唱えることはできない。また、成果品の引渡前であ

っても、報告された計画書等を業務上必要な範囲において使用する場

合がある。 

イ. 受注者は、本委託の成果物が第三者の著作権を侵害していないことを

保証し、紛争が生じた場合は、受注者の責任者と負担において解決す

るものとする。受注者は、本仕様書、契約約款及び関係法令・条例等

を遵守し、誠実かつ円滑に業務を遂行すること。 

（３） 業務の履行に関する措置 

本業務内容及び業務にあたっての留意事項に反し、再三の指摘にも関わ

らず改善しない場合は、契約書の定めに基づき、本業務の委託を破棄でき

るものとする。受注者は、業務上知り得た情報を第三者に漏らしてはなら

ない。この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。特に

個人情報については、細心の注意を払い処理すること。 

（４） 機密の保持 

受注者は、本業務（業務の一部を第三者に委託し、または請け負わせた

場合を含む。）を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、契約の目的

以外に利用し、または第三者に提供してはならない。また、本業務に関し

て知り得た情報の漏えい、滅失、き損の防止、その他適正な管理のために



必要な措置を講じなければならない。契約終了後も同様とする。 

（５） 個人情報の保護 

本業務を処理するための個人情報の取扱いについては、下野市個人情

報保護条例（平成１８年条例第１１号）を遵守しなければならない。 

（６） その他 

ア. 業務実施後において、業務完了報告書を作成し、提出すること。 

イ. この仕様書ないし契約書に定めのない事項については、その都度、市

実行委員会事務局及び受注者双方が、誠意を持って協議し処理するも

のとする。 

 


